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自主的に交通安全が話し合われたゼミナール

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
い
、
高

校
生
の
交
通
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の

「高

校
生
交
通
安
全
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
が
四
月
十

四
日
、
高
森
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

高
森
署
管
内
の
高
森
高
校

・
蘇
陽
高
校

二
校
が
、
こ
の
機
会
に
交
流
を
深
め
て
地

域
に
お
け
る
高
校
生
の
自
主
的

「交
通
安

全
活
動
」
を
計
画

。
実
施

し
、
も

つ
て

「正
し
い
知

識

・
技
術

。
心
」
を
持

っ

た
、
「善
良
な
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
社
会

人
に
育
つ
た
め
の
、
第

一
歩
を
踏
み
出
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
家
族
、
地
域
社

会
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
高
森
警
察
署

。
阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会
が
行

っ

た
も
の
で
す
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
は
、
両
高
校
か
ら
生
徒

代
表
十

一
人
づ
つ
が
出
席
。
野
口
憲
嗣
警

察
署
長
が

「
一
人
ひ
と
り
の
運
転
者
が
法

規
を
守
り
、
自
ら
交
通
安
全
に
参
加
し
て

下
さ
い
」
と
、
ま
た
田
代
新
祐
協
会
長
が

「大
学
生
、
社
会
人
に
な
る
前
に
交
通
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
よ
う
交
通
安
全
に
つ

い
て
、
充
分
に
討
論
し
て
下
さ
い
」
と
挨

拶
の
あ
と
討
論
会
に
移
り
、
「免
許
を
取

っ

た
嬉
し
さ
か
ら

マ
ナ
ー
に
反
す

る
行
為
が
多
い
」

「交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
こ
と
を
習
慣

づ
け
る
」
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
て
い
ま

し
た
。

久
川
重
孝
交
通
係
長
も

「お
し
つ
け
で

な
く
、
自
分
達
で
危
な
い
処

・
何
が
危
な

い
か
を
自
発
的
に
考
え
、
自
己
啓
発
に
努

め
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

1992年

広 報

No.393
平成 4年 5月 5日 発行

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-16・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 809676-2-1111・ FAX2-1174

▲ 新 入 生 (高森小学櫛

人□の動き
(4月 1日現在 )

世帯数 2,532(-14)
男  4,010(-35)
女  4,347(-16)

総 数 8,357(-51)
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長
か
っ
た
雨
空
と
も
や
っ
と
あ

別
れ
、
春
の
青
空
づ
清
で
し
い
光

を
注
ぐ
李
節
に
な
り
敲
し
た
。
Ш

や
野
原
も
緑

一
色
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
▼
先
日
テ
レ
ビ
で
、

日
本
人
は
食
生
活
の
中
で
自
然
環

境
を
破
壊
し
て
い
る
と
報
道
が
あ

っ
て
い
ま
し
た
。輸
入
大
国
日
本
＼

知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
自
然
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ん
で

し
よ
う
ね
。
▼
自
然
環
境
破
壊
が

叫
ば
ね
る
な
が
、
こ
の
高
森
に
は

貴
重
な
自
然
、
緑
が
多
く
残
っ
て

い
水
す
。
春
の
季
節
感
を
直
接
肌

で
味
わ
え
る
の
も
＼
自
然
に
囲
ま

れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。人
事
に
し
た
い
も
の
で
す
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ホ

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

おめで

」遠 ′置ミ の 灯

(死 亡者)(年齢 )

三森 フミ 92
後藤マツヱ 90

〉堀

赤

3・ 9

品

さ
生

さ 女

てつよ

昭 博

明 美

6生 恵

高森 ・天 神

久 木 野 村

高 森 ・ 下 町

しま

下

月

勝
2さん 女

代時

ちゃん 和 正
`

・24生  みゆき
｀んの長男

や ん

よ う

安藤実沙紀ちゃん

(永野原)2・ 27生

(16)(1)

、ヱ2/ノ

■
瓦
留

‥
識
．

`

|′     ,用 ‐
r              l

li     l
i

口
一
　
”

，
ム

ぐ

■
麟

や

、

・ ■
Ｆ
争

饒

．　
．碗静

「

」

甲
　

　

・』

Ｆ
卜
Ｌ
Ｌ

L

,

，
一■

、

、

”

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
〓攀

璃

・‐≧

|‐議二J暉曰鑢藤‐

釉

凶‐

¬

ル ヽ

|   ―|.  ■|  _|  ■
1    .‐ ‐‐‐   1

L =d■

腱 璽

¬

{Ⅵ・」

ピ

| 「

‐

響「¬▼  」

に｀
¬

ヽ

編

集

後
一記

3彗

|じ

霧1プます警称略燿要厖2.

一幅一・藤和
幅
・時・和
・一唱
れ附
一一輛
け献
一̈喘
け一雌
幅
・一軸
一幅
・“一麟

さんの3男

ち
力
香

み美
え
絵

る
留つ津

んの長男

(敬称略)

太

　ヽ
　
　
さ

ヽ

・

ち

・

ち

・

ち

２
れ義

２
“裕

３
カ歌

榊
“直

菊
』智

菊
み望

さんの 2女

すえなが<
おしあわせに

原
森

山
森
森

河
高

菅

高
高

岩

町

迫

通

通

黒

下
水

旭

旭

/谷川 謙治

今`村さよみ

/木
「

1 富雄

佐`藤紀美江

/西岡  忍

勇` 真由美

/荒牧 信也

高`木布美代
巳

江

志

り

夫

子

貴

和

安

ゆ

正
美裕

澤

藤

篠

藤

田
山

古

安

小

佐

下
片

ゃん

27生

ゃん

28生

ゃん

3生

ゃん

茂

昭

秀

寛
笠

近

正



21世紀へ向けて
町の将来的展望

幼
い
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
お

母
さ
ん
た
ち
を
悩
ま
す
の
が
、
家

具
や
ガ
ラ
ス
、
壁
、
柱
な
ど
に
残

さ
れ
た
落
書
き
で
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
の
扉
や
家
具
な
ど
に
ク

レ
ヨ
ン
で
書
か
れ
た
も
の
は
、
慌

て
て
洗
剤
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
で
ふ

く
と
、
家
具
の
塗
料
が
は
げ
た
り

色
が
薄
く
な

っ
た
り
す
る
だ
け
で
、

き
れ
い
に
お
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
を

落
と
す
に
は
、
家
庭
で
使
う
練
り

歯
磨
き
が

一
番
で
す
。

ガ
ー
ゼ
か
布
、
使
い
古
し
の
歯

ブ
ラ
シ
に
練
り
歯
磨
き
を
少
し
つ

け
て
、
よ
く
こ
す
り
ま
す
。
練
り

練
り
歯
磨
き
が

一
役

高
　
森

。
旭
　
通

司
会
　
只
今
か
ら
町
を
語
る
座
談

会
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
近
は
地
方
の
時
代
と
叫
ば
れ
て

い
る
中
で
、
ふ
る
さ
と
再
生
を
基

本
の
ジ

エ
ー
ン
と
い
た
し
ま
し
て
、

地
域
特
有
の
文
化
、
歴
史
、
伝
統

を
大
切
に
守
り
、
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
日
の
座
談
会
の
メ

ー
ン
テ
ー

マ
を

「２１
世
紀

へ
向
け

て
町
の
将
来
的
展
望
」
と
題
し
ま

歯
磨
き
が
ク
レ
ン
ザ
ー
の
働
き
を

し
て
、
家
具
を
傷

つ
け
る
こ
と
な

く
落
書
き
を
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。窓

ガ
ラ
ス
の
ク
レ
ヨ
ン
の
落
書

き
は
、　
コ
ー
ル
ド
ク
リ
ー
ム
か
ク

レ
ン
ジ
ン
グ
ク
リ
ー
ム
を
、
布
か

し
て
、
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
り
、

活
力
あ
る
町
に
す
る
に
は
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
町
長
を
囲
み
、
活
発

な
ご
意
見
、
お
考
え
を
述
べ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

石
田
　
商
工
会
青
年
部
副
部
長
を

や
っ
て
い
ま
す
石
田
と
申
し
ま
す
。

製
材
業
を
や

っ
て
い
ま
す
。

小
林
　
商
工
会
青
年
部
商
業
部
会

長
の
小
林
で
す
。　
マ
ス
コ
ミ
関
係

の
仕
事
と
家
具
屋
を
や

っ
て
い
ま

す
。

本
田
　
上
色
見
の
本
田
で
す
。
我

家
は
農
業
と
造
園
を
や

つ
て
い
ま

す
。

津
留
　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
農
協
高
森
中

央
青
年
部
長
を
や

っ
て
い
ま
す
津

留
で
す
。
我
家
の
経
営
は
、
牛
と

水
稲
の
複
合
経
営
を
や

つ
て
い
ま

す
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
自
己
紹
介
が
終
わ
り

ま
し
た
の
で
、さ

っ
そ
く
座
談
会
に

移
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
日

は
テ
ー
マ
を
大
き
く
三
つ
に
分
け

て
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

第

一
点
と
い
た
し
ま
し
て
、
魅
力

あ
る
町
と
す
る
た
め
に
は
観
光
面

か
ら
ど
う
成
す
べ
き
か
に
つ
き
ま

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
意
見
や
お
考

え
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
、
今
村
町
長
か
ら
あ
い
さ

つ
を
兼
ね
ま
し
て
現
状
等
を
話
し

―
―
―
，座
談
会
出
席
者
―
―
―

津

留
　
孝

二
さ

ん

（Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
農
協
高
森
中
央
青
年
部
長
）

石
田
　
宗
宏
さ
ん

（商
工
会
青
年
部
副
部
長
）

小
林
　
正

一
さ
ん

（商
工
会
青
年
部
商
業
部
会
長
）

本
田
美
佐
子
さ
ん

〈
７
掛
側

「『〈
ム

相
馬

（婦

人
代
表

）

博
信
町
長

忠
幸
総
務
課
長

て
頂
き
ま
す
。

町
長
　
本
日
は
、
お
忙
し
い
な
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
か
と
思
い
ま

す
が
、
ふ
る
さ
と
再
生
を
基
調
に
、

平
成
四
年
度
の
予
算
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
観
光
面
に

つ
き
ま
し
て
は
、
温
泉
館
建
設
、

山
村
事
業
に
よ
り
ま
す
キ
ャ
ン
プ

場

・
加
工
施
設
の
建
設
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
温
泉
館
に
つ
い
て

明

の
高
森
町
を
語

る

つ
い
最
近
ま
で
軽
ん
じ
ら
れ
て
き
た
、
地
域
特
有
の
文
化
、
地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
風
土

性
、
人
情
な
ど
に
対
し
、
豊
か
さ
が
増
す
に
つ
れ
て
大
切
に
し
、
守
り
育
て
て
い
こ
う
と
す

る
考
え
方
が
強
ま

つ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
「２１
世
紀

へ
向
け
て
町
の
将
来
的
展
望
」
と

題
し
四
月
二
十
日
、
町
を
語
る
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
農
業
、
商
工
業
で
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
四
人
の
方
々
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
、

今
村
町
長
を
囲
ん
で
、
今
後
の
高
森
町
を
語

つ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

歯
ブ
ラ
シ
に
つ
け
て
こ
す
る
と
、

油
分
が
働
い
て
消
え
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
方
法
で
練
り
歯
磨
き
を
使

っ

て
も
、
落
書
き
は
と
れ
ま
す
。

板
壁
や
壁
の
落
書
き
は
、
ク
レ

ヨ
ン
の
上
に
布
を
当
て
、
熱
い
ア

イ
ロ
ン
を
押
し
て
当
て
ま
す
。
こ

よ
う
に
こ
す
る
と
取
れ
ま
す
。

白
い
壁
や
壁
紙
の
落
書
き
は
、

や

っ
か
い
な
も
の
。
薄
い
落
書
き

な
ら
、
消
し
ゴ
ム
で
消
せ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
濃
い
も
の
は
、

こ
す
れ
ば
こ
す
る
ほ
ど
汚
れ
が
広

が
り
ま
す
。
水
ふ
き
し
て
も
同
じ

佐

藤

栄

美

さ

ん
Ⅲ

司会の相馬課長

●   ●

●   ●

☆仕事は楽しいですか

や りがいのある仕事です。去年の12月

から洋服も店に揃えました。きがるに人

が集まって来る。そんな店にしたいと思

ってます。

☆今、いちばんやりたいことは

のんび りと長期の旅行にいって見たい。

(海外など)

☆どんな町づ<り を望みますか

夢のある町。一度来た人が、また来て

みたいと思うような町になってほしい。

う
す
る
と
ク
レ
ヨ
ン
が
溶
け
て
布

に
吸
い
取
ら
れ
ま
す
。
布
を
取
り

替
え
、
何
回
か
同
じ
作
業
を
繰
り

返
し
、
汚
れ
を
で
き
る
だ
け
吸
い

取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
台
所
用
の

洗
剤
を
水
で
薄
め
、
ク
レ
ン
ザ
ー

を
少
量
混
ぜ
て
、
布
で
ふ
き
取
る

で
す
。

乾
い
た
テ
イ
ッ
シ

ュ
・
ペ
ー
パ

ー
に
、
ク
レ
ン
ザ
ー
を

つ
け
、
そ

ろ
そ
ろ
と
こ
す
り
ま
す
。

コ
ツ
は

汚
れ
が
周
り
の
自
い
部
分
に
広
が

ら
な
い
よ
う
に
、
注
意
深
く
こ
す

る
こ
と
で
す
。
し
ば
ら
く
こ
す

つ

て
い
る
と
、
ク
レ
ン
ザ
ー
に
包
ま

れ
て
ク
レ
ヨ
ン
の
落
書
き
は
消
え

ま
す
。

⌒

一　

の

ク
レ
ヨ
ン
の

落
書
き
を
と
る

■職 業

■趣 味

■血液型

自営業 (ラ イフステージ綿万 )

スポーツ(現在バスケット仲間募集中)

しっか りした性格のO型

今月の表紙
今
年
も
町
内
の
小
中
学
校
に

二
百
四
十
人
（小
学
校
百
八
人
、

中
学
校
百
三
十
二
人
）
の
新
入

生
が
入
学
し
ま
し
た
。

高
森
小
学
校
に
も
六
十
五
人

（男
子
三
十
六
人
、
女
子
二
十

九
人
）
の
元
気
な
新

一
年
生
が

誕
生
。
ま
た
、
四
月
二
十
日
か

ら
ア
メ
リ
カ
人
女
性

ロ
ー
リ
ー

・
リ
ー
ド

（２９
）
さ
ん
も
入
学
、

新
入
生
と

一
緒
に
授
業
を
受
け

て
い
ま
す
。

診療は午前 9

時か ら午後 5
時 まで

５
月
１０
日
　
平
　
田
　
医
　
院

雰
②
０
２
１
６

５
月
‐７
日
　
馬

原

内

科

医
院

圏
②
０
６
４
６

５
月
２４
日
　
東
　
　
医
　
　
院

●
②
０
３
０
９

５
月
３１
日
　
立
　
野
　
病
　
院

蓉
③
０
１
１
１

６
月
７
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

蓉
②
０
３
７
８

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

今村町長

(15)
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法
　
律
（無
料
）

警
察
官
（大
学
卒
）

_____ ___4____二 ____三二____二_________________                ___二 二___二____二 ____二___三__三
=__■

1__二 __」

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
５
月
２５
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。
法
律
の
こ
と
な
ら
何

で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
５
月
１６
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

県
で
は
、
次
の
要
領
で
大
学
卒

業
者

（見
込
み
を
含
む
）
を
対
象

と
し
た
警
察
官
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

■
受
験
資
格
／
昭
和
４０
年
４
月
２

日
か
ら
同
４６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子

（４
年
制
大
学
等

卒
業
者
、
ま
た
は
平
成
５
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
方
に
限
り
ま
す
）

■
受
付
期
間
／
５
月
１５
日

（金
）

か
ら
６
月
５
日

（金
）

■
第

一
次
試
験
／
７
月
１９
日
（日
）

熊
本
市
で
行
い
ま
す
。

■
試
験
の
方
式
／
共
同
試
験
方
式

で
行
い
ま
す
の
で
、
熊
本
県
を
は

じ
め
、
警
視
庁
、
神
奈
川
県
、
静

岡
県
、
愛
知
県
、
滋
賀
県
、
京
都

府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
福
岡
県

の
１０
都
府
県
の
う
ち
か
ら
希
望
す

る
３
都
府
県
を
同
時
に
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
県

警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

（
圏
Ｏ

９
６

・
３
８
４

・
４
１
１
１
）
ま

た
は
高
森
警
察
署

（
圏
②
０
５
１

１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
こ
ろ
、
赤
ち
ゃ
ん
が
減

り
つ
つ
あ
る
と
い
い
ま
す
。
あ
な

た
に
と

っ
て
赤
ち
や
ん
と
は
？
赤

ち
や
ん
と

一
緒
に
い
て
感
じ
た
こ

と
。
赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
ま
く
環
境

や
赤
ち
や
ん

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
。
「赤
ち
ゃ
ん
の
歌
」
歌
詞
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
／
赤
ち
や
ん

■
応
募
資
格
／
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

■
作
品
点
数
／
何
枚
で
も
、
何
点

で
も
応
募
で
き
ま
す
。
レ
コ
ー
ド

化
を
前
提
と
致
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
／
原
稿
用
紙
を
使
用

の
う
え
、
〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
封

筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
／
５
月
３０
日

（土
）

■
応
募
先
／
〒
１
０
０
　
東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
３
１
３
１
２
新

霞
が
関
ビ
ル
内
　
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
内

「赤
ち
ゃ
ん
の
歌
」
募

集
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

（
８
０
３

・
３
５
８
１

・
６
５
０

３
）

■
発
　
表
／
入
選
作
品
を
８
月
下

旬
の
全
国
紙
上
で
発
表

精
薄
者
更
正
施
設
高
森
寮
で
は

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
性
別

・
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
。

■
募
集
人
員

１
、
指
導
員
及
び
パ
ー
ト
職
員

若
干
名

２
、
調
理
員
　
　
　
　
　
　
１
名

■
面
　
接
／
随
時

■
提
出
書
類
／
履
歴
書

■
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
９
１
１
６
　
高
森
町
大

字
色
見
８
８
２
番
地

　

「精
薄
者

更
正
施
設
高
森
寮
」
（
圏
②
ｌ
７
８

０
）県

で
は
、
働
き
た
い
女
性
の
た

め
に
、
就
業
に
必
要
な
技
術
の
修

得
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
講
資
格
／
受
講
後
就
業
を
希

望
す
る
女
性

■
受
講
料
／
無
料

（た
だ
し
、
教

材
費
は
自
己
負
担
）

■
科
　
目
／
老
人
介
護

■
期
　
間
／
６
月
２２
日
か
ら
８
月

７
日
ま
で
の
月
、
水
、
金
曜
日
午

前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
定
　
員
／
２０
名

■
場
　
所
／
県
健
康
セ
ン
タ
ー

■
申
込
み
受
付
け
／
６
月
２
日
（火
）

ｏ
３
日

（水
）
午
前
９
時
３０
分
か

ら
午
後
３
時
ま
で

詳
し
く
は
、
県
婦
人
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー

（０
９
６

・
３
５
４

・

２
３
０
１
）

へ
。

穆

は
、
福
祉
型
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
し

て
、
温
泉
で
人
間
性
の
心
も
い
や

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り

「高
森
に
住
ん
で
て
よ
か

っ
た

な
あ
」
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
町
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
常
々

「野
の
花
と
風
薫

る
郷
」
と
い
う
言
葉
を
提
唱
し
て

い
ま
す
が
、
「野
の
花
」
と
い
う
の

は
自
然
、
「風
」
い
う
の
は
英
知
、

知
恵
、
考
え
る
、

と
置
き
換
え
て
い

た
だ
く
と
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の

「風
」

を
若
い
人
達
が
ど

の
よ
う
に
し
て
吹

か
せ
る
か
、
そ
れ

に
よ

つ
て
今
後
の

高
森
町
が
大
き
く

変
わ

っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ル
チ

ヤ
ー
セ
ン
タ
ー
建

設
も
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
心
を
た

が
や
か
し
、
町
の

文
化
の
拠
点
と
し

て
、
情
報
の
受
信

発
信
を
行

っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
財
政

力
を
力
づ
よ
い
も
の
に
し
て
、
事

業
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
町
長
か
ら
全
体
的
に
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
一
度
来

た
ら
、
も
う

一
度
行

っ
て
み
た
い

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
、

魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ご
意
見

を
お
願
い
し
ま
す
。
只
今
の
町
長

の
話
に
関
連
し
た
事
で
も
結
構
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

滞
在
型
の

観
光
開
発
を

石
田
　
青
年
部
で
、
熊
本
女
子
大

学
の
先
生
を
講
師
に
呼
ん
で
、
町

づ
く
り
に
関
す
る
講
演
会
を
企
画

し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
中
で
言
わ

れ
た
事
で

「高
森
町
は
、
自
然
な

ど
豊
か
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
恵
ま

れ
い
る
。
そ
の
反
面
、
そ
れ
が
ま

だ
充
分
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
自
然
と
調
和
の

と
れ
た
観
光
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
高
森
か
ら
の
阿
蘇

・
根
子
岳

の
景
観
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
休
暇
村
を
中
心

と
し
た
も
の
に
し
か
な

っ
て
い
な

い
。
も

つ
と
高
森
峠
と
か
南
外
輪

山
か
ら
の
眺
め
も
素
晴
ら
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
年
間
七
十
万
人

と
言
わ
れ
る
観
光
客
も
素
通
り
が

多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
観
光
客
を
町
内
に
引
き
寄
せ

る
事
が
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

津
留
　
私
は
、
農
業
面
か
ら
見
た

観
光
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

物
産
館
の
よ
う
な
拠
点
と
な
る
も

の
を
作

っ
て
も
ら
い
、
観
光
で
来

た
人
達
に
、
新
鮮
で
安
全
な
農
産

物
を
販
売
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

農
業
だ
け
で
な
く
、
商
業
関
係

も

一
緒
だ
と
思
い
ま
す
が
、
だ
ん

だ
ん
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

反
省
と
し
て
、
今
ま
で
行
政
と
の

間
に
距
離
が
あ

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

一
緒
に
な

っ
て
町
づ
く
り
を
考
え

て
い
き
、
自
分
達
の
町
と
い
う
と

ら
え
方
が
大
事
じ
や
な
い
で
す
か

ね
。

本
田
　
九
十
九
曲
り
は
、
こ
の
ま

ま
で
は
と
て
も
勿
体
な
い
。
観
光

の
要
素
を
沢
山
持

っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
特
産
品
を
扱

う
た
め
、
加
工
品
の
製
造
施
設
が

あ
る
と
い
い
な
ぁ
と
思

っ
て
ま
す
。

小
林
　
家
族
で
来
て
、
皆
で
遊
ん

で
泊
ま
る
場
所
が
無
い
よ
う
な
気

が
す
る
。
今
後
、
温
泉
セ
ン
タ
ー

建
設
や
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
す

る
の
で
、
滞
在
型
で
観
光
客
を
呼

べ
る
ん
じ
や
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
ま
あ
、
他
に
も
自
然
が

沢
山
あ
る
の
で
、

二
～
三
日
泊

っ
て
遊
べ
る
よ
う
な
観
光
地
づ
く

り
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
　
社
会
教
育
の
方
で
、
町
の

埋
も
れ
た
財
産
、
お
寺
と
か
神
社
、

大
木
な
ど
素
材
の
発
掘
も
し
ま
し

た
。
行
政
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、

自
分
で
進
ん
で
参
加
す
る
気
持
ち

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
休
暇
村
が
で
き
て
十
五
年
に

な
り
ま
す
が
、
本
町
の
観
光
の
核

と
し
て
考
え
て
き
ま
し
た
。
他
に
、

具
体
的
に
将
来

へ
向
け
て
の
お
考

え
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し

ま
す
。

本
田
　
今
、
上
色
見
の
方
で
観
光

を
目
的
に
し
た
り
ん
ご
園
を
や

つ

て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
は
木
が
小

さ
く
り
ん
ご
の
な
る
数
が
少
な
か

っ
た
ん
で
す
よ
。
今
年
か
ら
は
、

少
し
づ
つ
り
ん
ご
の
数
も
増
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
何
人

か
の
問
合
わ
せ
が
あ

っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
り
ん
ご
が
足

り
な
い
状
況
で
す
。
そ
う
い
っ
た

面
で
も
、
仲
間
が
増
え
る
と
い
い

と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

町
長
　
落
葉
果
樹
の
助
成
金
も
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
い

に
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

カ
ル
チ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー
の
中
に
も

物
産
品
の
展
示
や
販
売
も
計
画
し

林業総合センターで開かれた座談会

石田宗宏 さん

●   ●

●   ●

年

　

金

6月 1日納期限は

0

自動車税の納期は

6月 1日 です
自動車税は、 4月 1日 現在で登録

のある自動車の所有者の方に納めて

いただいています。

この自動車税は、自動車を走 らせ

ることで道路などの損傷を伴 うとい

うことから、その所有者に対 して負

担 していただ くというもので、道路

の建設 。改修などに使われます。

5月 に県か ら送付 します納税通知

書で、 6月 1日 までにお近 くの金融

機関 (銀行・郵便局 。JAな ど)か
ら納めてください。

自動車税のことでわからないこと

がありました ら、お気軽に県阿蘇事

務所税務課 (80967-22-1111)に お

尋ねください。

″

β
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赤
ち
ゃ
ん
の
歌

臨

時
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員

婦
人
就
業

技
術
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・ セ
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タ
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会
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て
お
り
ま
す
。

司
会
　
先
ほ
ど
、
本
田
さ
ん
よ
り

食
料
品
加
ェ
の
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
物
品
販
売
は
な
か
な
か
難
し

い
と
思
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
を
作

つ
て
や
ら
な
い
と
、
個
人
で
は
無

理
が
あ
る
ん
じ
や
な
い
で
す
か
。

本
田
　
加
ェ
品
も
作
ろ
う
と
思

っ

て
も
、
施
設
が
無
い
ん
で
す
よ
。

大
根
な
ど
施
設
が
あ
れ
ば
加
工
で

き
ま
す
。
私
も
、
高
森
駅
に
加
工

品
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
評
判
が

い
い
ん
で
す
よ
。

町
長
　
草
部
地
区
に
、
山
村
事
業

と
し
て
物
産
館

・
加
工
施
設
を
建

設
し
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
所
を
利

用
し
て
頂
く
と
い
い
ん
じ
や
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
高
森
駅
の
横
に
「森
の
風
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
年
間
行

事
と
し
て
、
焼
き
物
教
室
と
か
絵

画
展
示
な
ど
文
化
面
に
も
関
心
を

持

っ
て
も
ら
お
う
と
計
画
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
青
年
部
に
サ

ー
ビ
ス
部
会
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
飲
食
店
が
中
心
で
す
け
ど
、

こ
の
部
会
で
新
し
い
食
べ
物
の
発

掘
も
や
ろ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
物
産
展
も
開
こ
う
と
い
う
話

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
出

品
し
て
頂
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町
長
　
芸
術
的
文
化
、
農
村
的
文

化
や
地
方
に
の
こ
っ
て
い
る
祭
な

ど
も
、
私
は
文
化
と
し
て
と
ら
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
世
に
出
る

事
も

一
つ
の
文
化
だ
と
思

っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
に
、
こ
の
ま
え
の

「よ
く

ば
リ
ツ
ア
ー
」
。
こ
れ
も

一
回
き
り

で
は
意
味
が
な
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。続
け
て
や

つ
て
い
く
事
に
、

事
業
の
効
果
が
出
て
く
る
ん
じ
や

な
い
で
す
か
。

津
留
　
今
年
、　
一
回
目
の
交
流
会

と
し
て

「よ
く
ば
リ
ツ
ア
ー
」
を

し
た
ん
で
す
が
、
今
度
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
女
性
と
青
年
部
が

一
緒

に
ス
タ
ツ
フ
に
な

っ
て
、
熊
本
市

内
の
親
子
、
お
じ
い
ち
や
ん

。
お

ば
あ
ち
や
ん
と
孫
と
い
っ
た
団
体

を
高
森
に
呼
ぶ
と
い
っ
た
話
も
出

て
い
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
ぞ
れ
ご
意
見
を
伺
い

ま
し
た
が
、
加
工
品
を
作

っ
て
そ

れ
を
流
通
で
出
す
ば
か
り
で
な
く
、

高
森
に
行
か
な
く
て
は
品
物
が
な

い
、
と
い
っ
た
考
え
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
町
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
は
、
こ
う
い
っ
た
方
法
も

一

つ
の
や
り
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
町
長
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た

「風
」
と
い
う
の
は
、
人
を
動
か

す

「風
」
で
あ

っ
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。

次
に
、
農
林
業
に
つ
い
て
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
年
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
ま
し
て
、
荒
廃
農
地

の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
農
地
を
高
度
利
用
で

き
る
方
法
は
な
い
か
。
ま
た
、
牛

肉
の
輸
入
自
由
化
に
よ
り
和
牛
の

価
格
が
低
下
し
、
有
畜
農
家
が
減

少
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
広
大
な
原
野
の
利
用
方
法

は
な
い
か
。

森
林
に
つ
い
て
も
、
昨
年
の
台

風
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
材
木
だ
け
で
な
く
、
山
と

し
て
の
利
用
価
値
は
な
い
か
、
ご

意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
田
　
台
風
の
影
響
も
あ
り
、
山

が
荒
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
山
か

ら
木
を
切

つ
て
来
て
製
材
を
や

っ

て
い
ま
す
が
、
山
を
育
て
る
意
味

で
製
材
を
や

っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
も

つ
と
山
の
手
入
れ
を

し
て
、
山
の
中
、
森
の
中
を
歩
く

森
林
浴
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

山
を
生
か
し
た
方
法
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

津
留
　
農
業
の
三
本
柱
に
米
、
畜

産
、
野
菜
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
先
ほ
ど
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
和
牛
の
価
格
が
低
迷
し
て
い
ま

す
。
私
の
地
元
の
津
留
地
区
で
、

高
原
開
発
、
牧
野
改
良
を
し
ま
し

た
が
、
草
を
目
的
に
し
た
改
良
だ

つ
た
わ
け
で
す
が
、
草
だ
け
で
な

く
牛
の
運
動
場
も
必
要
じ
や
な
い

か
。
そ
し
て
、
粗
飼
料
は
平
坦
地

の
農
地
か
ら
牧
野
に
持
ち
上
げ
て

管
理
す
る
方
法
も
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
牧
野
で
牛
を
管
理
す
る
場

合
、
雨
な
ど
を
し
の
ぐ
た
め
管
理

小
屋
、
避
難
小
屋
が
必
要
に
な

っ

て
き
ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
い
っ

た
事
を
町
に
お
願
い
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

本
田
　
あ
い
て
い
る
土
地
が
か
な

り
あ
り
ま
す
が
、
町
が
借
り
受
け

て
、
熊
本
市
内
あ
た
り
の
農
業
を

し
て
い
な
い
人
達
に
呼
び
掛
け
て

高
森
で
野
菜
な
ど
作

っ
て
も
ら
う

の
は
ど
う
で
し
よ
う
か
。
そ
う
す
　
。

れ
ば
観
光
と
も
つ
な
が
る
し
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
色
々
ご
意
見
が
出
ま

し
た
と
こ
ろ
で
、
次
の
商
工
業
面

に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

熊
本
市
で
も
、
駅
前
開
発
に
よ

り
良
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
高
森

で
も
商
店
街
の
再
開
発
に
つ
い
て

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
高
森
が
ど

う
あ
れ
ば
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

か
。
そ
う
い
っ
た
面
で
ご
意
見
を

お
願
い
し
ま
す
。

石
田
　
田
楽
な
ど
を
食
べ
に
来
ら

れ
た
観
光
客
を
い
か
に
し
て
町
に

引
き
付
け
て
い
く
か
。
魅
力
あ
る

町
と
い
う
の
も
商
工
会
を
中
心
に

考
え
、
行
政
に
も
手
助
け
を
し
て

も
ら

つ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

津
留
　
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
店
舗
が

で
き
て
き
て
い
ま
す
が
、あ
と
五
～

六
店
舗
で
き
た
場
合
、
町
の
中
心

地
が
さ
み
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
は
、
車
社
会
で
す
の
で
町
中
で

も
車
を
止
め
て
買
物
が
で
き
れ
ば
、

そ
ち
ら
方
向
に
も
足
が
向
く
ん
じ

や
な
い
で
す
か
。

本
田
　
駅
か
ら
降
り
て
見
た
場
合
、

大
き
な
木
と
い
う
の
は
電
線
が
あ

る
の
で
無
理
で
す
け
ど
、
小
さ
な

秒 機 0● 渉 ◎ 塀 磯

本田美佐子さん

題「万緑香る」

2年

渡辺 幸 さん

題「坂 道」

2年

岩下 美和 さん

●担
当
の
西
村
正
敬
先
生
が
ら
…
丁
寧
に
元
気
よ

く
書
け
て
い
ま
す
。
筆
使
い
も
よ
＜
、
よ
＜
練
習

さ
れ
た
字
で
す
。

（児
童
の
作
品
は
三
月
の
も
の
で
す
）

十
日森
ヤ

一午
オ
下
典
わ

●

●   ●

一
年
‐
　

痕

担
当
の
西
村
正
敬
先
生
か
ら
…
筆
の
勢
い
も
あ

り
、
の
び
の
び
と
書
い
て
い
ま
す
。
初
夏
の
風
を

感
じ
ま
す
。

え
え
羽
振
り
　
飛
び
き
り
え
え
娘
持

つ
と
ら
す

高
菜
漬
　
新
漬
奴
の
鼻
弾
く

四
つ
ん
這
い
　
男
泣
き
し
た
初
年
兵

え
え
羽
振
り
　
暴
対
法
が
の
が
す
み
や
ア

生
中
継
　
茶
の
間
で
戦
争
し
て
み
す
る

生
中
継
　
間
引
さ
れ
と
る
メ
ロ
ド
ラ
マ

一
人
三
役
　
週
休
二
日
な
ん
て
夢

な
ん
せ
　
自
前
で
飲
め
る
場
所
で
無
ア

な
ん
せ
　
輸
血
に
も
要
る
証
明
書

生
中
継
　
金

一
封
の
の
さ
る
記
者

ヒ
ト
・
　

　

　

　

　

　

「
リ

僣
ｒ
　

　

　

ｔ

「

こ
こ
ち
良
く
桜
花
の
ア
ー
チ
走
り
抜
け

す
み
れ
咲
く
左
右
眺
め
つ
徒
歩

一
里

幼
な
児
に
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
い
た
と
袖
引
か
れ

心
良
き
春
眠
深
し
夜
雨
か
な

水
害
の
工
事
終
り
ぬ
春
田
か
な

停
車
し
て
窓
越
し
に
見
る
花
吹
雪

待
ち
人
の
私
語
も
柔
ら
か
春
日
和

過
疎
地
に
は
山
桜
も
又
風
情
あ
り

長
か
り
し
菜
種
梅
雨
明
け
今
日
の
月

津留孝二さん

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

熊
川
　
豊
泉

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
夫

岩
下
　
哀
草

森

　

正
六

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
政
隆

後
藤
や
よ
い

本
田
　
初
雄

後
藤
　
チ
エ

後
藤
　
法
龍

本
田
　
訓
子
　
０

後
藤
あ
ら
し 齢

高 森 中

肥

後

狂

句

↓
電

「T

ご 、`

精ヽ ,ず

彗 t

ヨ
爾



み
ん
な
のひ

ヽ
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写 真 をご希 望の 方 は 、

広 報係へ ご運絶 下 さ い

伝
統
芸
能
中
華
民
国
公
演
に
参
加

「ふ
る
さ
と
創
生
国
際
交
流
事

業
」
の
伝
統
芸
能
海
外
公
演
に
「高

森
阿
蘇
神
社
神
楽
保
存
会
」
が
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
は
、我
々

保
存
会
に
と

っ
て
貴
重
な
体
験
で

し
た
。
公
演
の
た
め
、地
元
の
方
々

や
神
社
関
係
者
に
協
力
し
て
も
ら

木
と
か
花
を
道
路
の
両
側
に
植
え
、

並
木
道
み
た
い
に
し
て
い
く
と
、

素
晴
ら
し
い
景
観
に
な
る
ん
じ
や

な
い
で
す
か

町
長
　
町
中
に
あ
る
橋
の
欄
千
に

高
森
の
花
な
ん
か
を
入
れ
る
の
も

一
つ
の
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

町
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
意
識

の
高
揚
を
皆
さ
ん
に
や

っ
て
頂
き

た
い
。

石
田
　
将
来

へ
向
け
て
、
杉
や
桧

み
た
い
な
収
入
に
な
る
木
を
植
え

た
が
い
い
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す

が
、
私
の
考
え
で
は
、
雑
木
を
育

て
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
雑
木
は
根
張
り
も
良

く
災
害
に
強
い
と
い
う
利
点
が
あ

り
ま
す
。
山
の
上
の
方
に
雑
木
を

植
え
、
そ
の
雑
木
が
落
葉
し
、
葉

が
枯
れ
て
虫
が
で
き
、
小
鳥
が
増

え
る
と
い
つ
た
、
自
然
の
環
境
も

あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
山
を
育

て
る
と
い
う
の
は
、
将
来
に
向
か

っ
て
自
然
を
育
て
る
事
に
も
な
る

と
思
い
ま
す
。

本
田
　
以
前
、
根
子
岳
の
天
狗
山

ま
で
歩
い
て
行
け
た
の
が
、
今
は

荒
れ
て
い
て
上
ま
で
行
け
な
い
そ

う
な
ん
で
す
よ
。
町
の
方
で
道
を

整
備
し
て
頂
け
る
な
ら
と
思
い
ま

す
。

小
林
　
常
々
思

っ
て
い
る
ん
で
す

自
信
と
誇
り
を
も

っ
て

高
森
阿
蘇
神
社
神
楽
保
存
会

　

山石
　

下
・

一央
　

払
凋

か
ら
激
励
を
受
け
、
我
々
保
存
会

一
同
公
演
の
重
要
さ
を
感
じ
、
悔

い
の
な
い
舞

い
を
披
露
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
決
意
も
新
た
に
台

湾

へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
九
日
い
よ
い
よ
本
番
。

会
場
の
台
北
市
海
外
青
年
活
動
セ

ン
タ
ー
で
リ

ハ
ー
サ
ル
の
後
い
よ

い
よ
観
客
が
入
場
し
て
き
ま
し
た
。

皆
の
表
情
に
緊
張
が
増
し
て
き
た

が
、
充
分
な
練
習
を
積
み
重
ね
た

自
信
か
ら
か
次
第
に
平
静
さ
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

藤
間
千
安
起
社
中
の
日
本
舞
踊

の
後
い
よ
い
よ
か
ぐ
ら
の
出
番
、

満
員
の
観
客
の
中
「鬼
神
の
舞
い
」

「杉
の
ぼ
り
」
「神
お
ろ
し
」
ゃ
か

ぐ
ら
太
鼓
が
無
事
に
終
わ
り
ま
し

た
。
公
演
が
終
わ

っ
て
も
、
満
員

の
観
客
は
席
を
立
た
ず
、
数
人
が

舞
台
に
上
が

っ
て
、
記
念
写
真
を

撮
る
な
ど
大
成
功
で
し
た
。

こ
の
公
演
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
私
達
保
存
会
に
と

っ
て
大

き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

恒
例

に
な

っ
た

定
期
演
奏
会

二
月
二
十
八
日
、
高
森
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
第
二
回
定
期
演
奏
会

が
同
中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

三
年
間
で
五
十
回
の
行
事
を
こ

な
し
た
三
年
生
に
と

つ
て
は
お
別

れ
ス
テ
ー
ジ
、
そ
し
て
、　
一
。
二

年
生
に
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
第

一
歩
と
し
て

一
年
間
の
成
果

を
発
表
し
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の

で
す
。
発
表
会
で
は
、
賛
助
出
演

と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
有
志
に
よ
る
バ
ン

ド
演
奏
や
同
中
学
校
軽
音
楽
ク
ラ

ブ
の
演
奏
も
あ
り
、
雨
の
中
詰
め

か
け
た
約
３００
人
の
観
客
か
ら
盛
ん

な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

昴罐`・

果
け
は
心
の
老
化
か
ら

果
け
を
考
え
る
家
族
の
つ
ど
い

呆
け
老
人
を
抱
え
る
家
族
の
つ

ど
い
が
二
月
二
十
五
日
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム

「梅
香
苑
」
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
熊
本
市
に
あ
る
呆
け

老
人
を
考
え
支
え
る
会
が
主
催
し

た
も
の
で
、
呆
け
に
関
す
る
相
談

や
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「う
ち
の
お
年
寄
り
」
と
題
し

て
行
わ
れ
た
自
由
協
議
で
は

「物

忘
れ
し
た
と
き

つ
い
叱
り
が
ち
で

す
が
、
叱

つ
て
は
だ
め
で
す
」
「昔

の
こ
と
は
覚
え
て
い
て
、
今
の
こ

と
が
分
か
ら
な
い
」
「呆
け
は
四
十

代
か
ら
は
じ
ま
る
」
な
ど
、
意
見

が
出
て
い
ま
し
た
。

注
＝
Ｏ
は
再
任
、
①
＝
新
任

い
、
新
し
い
衣
裳
や
道
具
も
揃
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

保
存
会
も
公
演
の
成
功
を
念
じ

て
連
日
連
夜
練
習
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。
吉
見
神
社
神
楽
部
の
後
藤

幸
光
楽
長
に
、
舞

い
の

一
つ
で
あ

る

「
田
力
男
」
を
指
導
し
て
頂
い

た
り
、
今
回
が
初
め
て
の

試
み
と
な

っ
た

「か
ぐ
ら

太
鼓
」
の
練
習
に
は
、
風

鎮
太
鼓
保
存
会
の
協
力
を

得
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た

「か
ぐ
ら
太
鼓
」
が
出

来
上
が

っ
た
り
と
私
達
の

神
楽
に
厚
み
が
増
し
て
き

ま
し
た
。

二
月
二
十
日
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
高
森
阿
蘇
神

社
で
行
わ
れ
た
、
安
全
祈

願
と
神
楽
の
御
披
露
目
で

邊議̀    ´̀
''轟

海外初公演の高森阿蘇神社神楽
・
　

は
、
地
元
の
沢
山
の
人
々

が
、
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

町
の
中
心
に
作
れ
な
い
も
の
か
。

消
費
者
懇
談
会
が
あ

っ
た
時
も
、

一
つ
の
店
で
何
で
も
買
え
る
よ
う

な
店
が
あ

っ
た
ら
い
い
と
い
う
意

見
が
多
か

っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
れ
に
、
商
業
部
会
の
話
合
い

の
中
で
、
道
路
な
ど
が
で
き
る
場

合
前
も
て
情
報
が
分
か
れ
ば
、
店

舗
の
移
転
も
で
き
る
よ
う
な
話
も

あ
り
ま
し
た
。

司
会
　
い
ろ
い
ろ
と
ご
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
自
分
達
の
町
を

良
く
し
よ
う
と
す
る
お
考
え
は
お

持
ち
の
よ
う
で
す
。

時
間
も
だ
い
ぶ
経
過
し
ま
し
た

の
で
、
こ
の
辺
で
終
わ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長
　
今
後
も
、
こ
う
い
つ
た
企

画
を
し
て
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

行
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
呼
ん
で
頂
け
れ
ば
出

か
け
て
、
意
見
を
拝
聴
し
た
い
と

思

っ
て
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
お

疲
れ
さ
ん
で
し
た
。

新
農
業
委
員
決
る

公
職
選
挙
法
に
よ
る
農
業
委
員

会
委
員
の
任
期
が
二
月
二
十

一
日

で
満
了
と
な

つ
た
た
め
、
次
の
通

り
新
し
い
農
業
委
員
が
決
り
ま
し

た
。町

の
農
政
に
欠
か
す
こ
と
の
出

来
な
い
重
要
な
任
務
で
、
任
期
は

三
年
で
す
（氏
名
は
議
席
番
号
順
）

□
会
長

田
上
　
幸
人
　
５８
　
高
　
森

□
副
会
長

橋
本
　
光
男
　
６２
　
草
　
部

□
委
員

野
尻
　
善
人

自
石
　
年
男

住
吉
　
平
男

首
藤
　
長
喜

楢
木
野
亥
徳

草
村
　
秀
章

林
　
　
政
夫

児
玉
　
邦
昭

後
藤
　
進
昭

岩
下
　
　
裕

赤
木
　
竹
利

山
室
　
　
開

高
崎
　
善
孝

杉
永
　
竹
範

児
王
　
国
広

新
し
い
駐
在
員
さ
ん

２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す

●   ●

●   ●

小林正一さん

54 55 57 62 60 57 54 49 58 56 56 57 51 44 42

尾 高 高 色 下 高 芹  高 野 上 尾 色 河 津
中   色

下 森 森 見 切 森 口  森 尻 見 下 見 原 留

多くの観客が集まった定期演奏会

活発な意見が飛び出した家族のつどい
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色

　

見

　

２

色

　

見

前
原
・小
倉
原

中

原

洗
川

。
大
村

津

　

　

　

留

森

冬

　

　

　

野

横

　

　

　

町

下

　

　

　

町

昭

　

　

　

和

旭

　

　

　

通

上

　

　

　

町

天

　

　

　

神

上

　

　

　

在

村

　

　

　

山

駐
在
区
名

住
吉
　
恒
光
③

山
室
　
　
開
③

後
藤
　
和
昭
〇

徳
丸
　
晴
雄
〇

楢
木
野
徳
繁
○

津
留
　
光
義
○

岩
下
　
頼
利
③

渡
邊
　
　
警
○

宮
内
威
置
（
一
〇

塚
本
　
保
雄
③

津
留
　
寅

一
③

鬼
塚
　
福
巳
○

荒
牧
　
重
則
Ｏ

木
崎
喜
代
臣
③

上
村
　
腋
秀
○

桐
原
　
正
末
③

駐
在
員
氏
名

河

　

原

０
乙

河

　

原

尾

　

下

０
∠

尾

　

下

野
　
尻
　
２

野

　

尻

津
　
留

　

２

津

　

留

矢

　

津

　

田

中

下

　

　

　

切

永

　
野
　
原

菅

山

芹

口

草

　

　

　

部

駐
在
区
名

森
　
　
政
隆
③

岩
下
　

一
夫
③

井
芹
　
健
児
③

野
尻
　
耕
蔵
○

下
田
今
朝
義
③

瀬
井
　
　
要
③

甲
斐
　
五
郎
③

井
上
　
　
恵
③

二
子
石
　
明
③

甲
斐
富
士
郎
〇

甲
斐
　
敬
二
③

後
藤
　
慶
男
〇

大
内
田
奉
文
③

佐
伯
　
昭
弘
③

駐
在
員
氏
名

(5)
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後
継
者
夫
婦
に

育
成
補
助
金
を
交
付

町
内
に
居
住
す
る
農
林
業
、
商

工
業
の
後
継
者
を
育
成
し
地
域
産

業
の
発
展
を
図
ろ
う
と
、
後
継
者

育
成
補
助
金
の
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

昨
年
度
町
の
後
継
者
で
結
婚
さ

れ
た
の
は
、
芹
口

。
中
間
の
大
内

田
弘
徳

（２６
）

・
ゆ
か
り

（２３
）

さ
ん
夫
婦
を
は
じ
め
、
農
林
業
二

組
、
商
工
業
の
五
組
。
今
村
町
長

が

一
組

一
組
の
家
を
訪
れ

「
こ
れ

か
ら
も
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
し
た
後
、

後
継
者
夫
婦
に
三
万
円
の
定
期
預

金
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

預金証書を受け取る大内田さん夫婦

至あぶ8分団1部 (色見)ふ
」ゞ庶:□拠

9詠
1鵡 9分 団 (上 色見)′

Jl憂メ万

高森小学校に完成 した給食共同調理場

●   ●

●   ●

高
森
小
学
校
に
給
食
共
同
調
理
場
が
完
成

し
四
月
七
日
、
調
理
場
に
関
係
者
約
二
十
人

が
出
席
し
て
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
工
費

一
億
三
千
三
百
六
十

一
万
八
千
円

を
要
し
て
完
成
し
た
調
理
場
は
、
鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー
ト
づ
く
り
三
百
二
十
九
平
方
層
、
鉄

骨
づ
く
り
五
十
九
平
方
Ｈ
の
合
計
三
百
八
十

八
平
方
層
を
有
し
、
調
理
場
、
下
洗
検
収
庫
、

倉
庫
、
配
膳
室
や
事
務
室
、
和
室
な
ど
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
理
場
で
は
、
毎
日
約
七
百
八
十
食

の
昼
食
を
高
森
小
、
色
見
小
、
上
色
見
小
、

高
森
中
に
供
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
食

容
器
は
強
化
磁
器

（陶
器
の
容
器
で
普
通
の

陶
器
に
比
べ
て
割
れ
に
く
い
）
を
使
用
。
ご

飯
用
の
食
器
に
は
、
動
物
、
野
菜
、
花
な
ど

九
種
類
の
絵
柄
が
描
か
れ
て
お
り
、
裏
の
方

に
は
高
森
小
学
校
四
年
生
の
楢
木
野
信
也
く

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
柄
が
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
容
器
の
使
用
に
よ
り
、
児
童
や
生
徒

が
乱
暴
に
扱
う
こ
と
な
く
、
物
を
大
事
に
す

る
心
が
芽
生
え
れ
ば
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

郡操法大会出場予選を兼ねた町消防ポンプ操法

大会が4月 1日 、山村広場で開かれ、 日ごろの操

法技術の成果を競いました。

殉職消防職、団長に対し黙とうを捧げた後、今

村町長、塚本団長があいさつ。続いて前回優勝の

10分団 1部 (ポ ンプ車の部)と 8分団 1部 (小型

ポンプの部)から優勝旗が返還され、競技が開始

されました。

競技には、ポンプ車操法の部に4チーム、小型

ポンプ操法の部に17チームが出場。この結果ポン

プ車の部で 9分団、小型ポンプの部で 8分団 1部

がそれぞれ優勝しました。

大会の結果は次の通 り。

【ポンプ車の部】

① 8分団 1部②10分団 1部

【小型ポンプの部】

① 9分団② 4分団 1部③ 7分団 1部

なお、優勝 したチームは8月 4日 、一の宮町で

開かれる郡操法大会に出場します。

練習の成果が競い合われた操法大会
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給
食
共
同
調
理
場
が
完
成

給
食
容
器
に
強
化
磁
器
を
使
用

辻浦―幸先生

①河原小教頭

②姫戸町

③託麻東小熊本市)

④野菜づくり、船の操縦

⑤美しい声で泣 く小鳥たちや、緑

の木々に包まれた河原の子供たち

が、元気に出迎えてくれました。

素直で明るいこの子供たちが 「あ

たたかく、かしこく、たくましく」

育つよう、精一杯努力 していこう

と思います。

東   認 先 生

①野尻小学校長

②旭志村

③西合志南小(西合志町)

④特になし

⑤本校教育目標を達成するために、

児童・教職員・地域の方々の一致

協力のもと、野尻の子の成長を期

し、すべての教育活動をこれまで

以上に充実させたいと考えていま

す。

姫井豊光先生

①草部北部小教頭

②鹿央町

③広見小(鹿北町)

④特になし

⑤草部には、15年程前に勤務 した

ことがあり、とても懐かしく赴任

してきました。児童数が少なくな

ったこと、道路が良くなったこと

には驚きました。精一杯頑張 り、

いい思い出ができるようにしよう

と思っています。

岡 山 賢―先生

①上色見小学校長

②鹿央町

③植木小 (植木町)

④山登り、木材加工

⑤熊本名勝百景の一位である根子

岳の眺望はすばらしいと思います。

この雄大な自然の中で、地域の方々

の教育に対する熱意と信頼に応え、

次代の郷土、 日本を担 う、人間性

豊かな子供の育成にあたりたいと

思います。

二 次 章 ― 先生

①色見小教頭

②松橋町

③網田小 (宇土市)

④動物を育てること、武道

⑤ 自分の持っている力を十分発揮

し、児童や学校のために頑張 りた

い。思いや りがあり、けじめのあ

る児童を育てたい。

鳥居 弘先生

①草部中学校長

②三加和町

③亀場小 (本渡市)

④読書、スポーツ観覧

⑤空気よし、景色よし、保護者よ

し、生徒よし、職員よし、すべて

がすばらしい。先輩達が築いて来

られたすばらしい伝統を受けつぎ、

守 り残 していくのみです。学力充

実と花いっぱいには特に力を入れ

たいと思っています。

山遣捷二先生

①上色見小教頭

②高森町

③阿蘇教育事務所

l④スポーツ

⑤木造校舎の教室から流れてくる、

永い間忘れていたピアニカの音、

合唱の声に最高の感動を味わって

います。子供 と若い先生方のソフ

トボールの練習風景、 とても楽 し

い雰囲気で、一 日もはや く参加 し

たいと思っている今 日です。

那須哲憲先生

①野尻小教頭

②高森町

③上色見小

ん ④釣 り

⑤児童数が、34名 に激減 している

ことに驚いています。この校区に

は、多くのすば らしさが有 ります。

清い川の流れ、珍 しい山野草の群

生、心温かな人々の生活等々。子

供達に我が故郷のすばらしさに気

づかせる教育をしたいと思います。

教職員異動

新
し
い
先
生
で
す

よ
３
し
こ
お
願
い
し
ま
す

③
記
載
順
は
学
校
番
号
順

校
　
身
　
任

名

地

(6)
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御厨  真先生

①高森小

②熊本市

③長陽中(長陽村)

④バイクでの山登り

⑤高森町は、日の前にそびえる根

子岳の雄大な景色に代表されるよ

うに、すばらしい自然環境に恵ま

れ、子供達ものびのび育っている

ように思います。これから子供達

と共に過ごす中で、子供達 と共に

成長 していければと思ってます。

廣石美佐先生

①河原小

②阿蘇町

③花房小 (菊 池市)

④映画鑑賞

⑤地元の阿蘇に帰ってきたという
ことで、一層やる気を高めており

ます。素直でかわいい子供達と共

に、学び合う教師でありたいと思
っております。

吉岡道男先生

①高森東中教頭

②阿蘇町

③阿蘇北中(阿蘇町)

④スポーッ

⑤初めて高森町に勤務することに

なりました。豊かな自然の中で、

はつらつ とした生徒達と共に学ベ

る事を大変 うれ しく思います。何

事にも全力で頑張っていきたいと

思います。 どうぞよろしくお願い

致します。

久保田敬子先生

①高森小

②熊本市

③七城小 (七城町 )

④テニス、旅行、書道、カラオケ

⑤阿蘇は初めてですが、子供たち

に体当た りで頑張 りたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いします。

野 口安信先生

①高森小

②西原村

③新採

④パーツ観戦、ラグビ■ドライブ

⑤明るく、元気をモットーに、若
い力を充分生かして頑張りたいと

思います。高森町に住むことにな

りましたので、早く地域になじめ

るよう、みなさんよろしくお願い

します。

日吉幸二先生

①野尻小

②熊本市

③尾下小

④バドミントン

⑤尾下小学校で 2年間勤務 し、野

尻小学校にお世話になることにな

りました。子 どもたちもかわいく、

頑張っていますので、負けないよ

うに私も頑張るつもりです。バ ド

ミン トンは大好きで (下手ですが)

続けたいと思います。

市原 潤 先生

①高森小

②小国町

③上色見小
・・ l④バ ドミントン

⑤本校 2回 日の勤務ですが、10年

間のブランクがあります。早くこ

の学校に慣れて、仕事に頑張りた

いと思っています。よろしくお願
い致します。

宮崎敬子先生

①高森小

②阿蘇町

③新採

④料理、 ドライブ

⑤何 もかもが初めてのことで、毎

日毎 日があっとい う間に過ぎてい

くように思われます。この大変貴

重な時間を少 しでも多 く子供たち

とともに費 し、子供たちの純粋な

姿を通 して、自分自身も成長 して

いければと思ってお ります。

三森幸代 先生

①野尻小 (臨採)

②高森町

③尾下小

④スポーツ(剣道)

⑤野尻小学校の子供達はとても素

直で元気な子供達ばか り。そんな

子供達に負けないよう、私な りに

頑張っていきたいと思います。

平岡理穂先生

①高森小

②長崎県

③高森中

④特になし

⑤高森町に来て早 2年 目。風景の

すばらしさは毎 日心を落ち着かせ

てくれます。今度、給食センター

が出来ましたが、今まで同様セン

ター職員頑張 りますので、よろし

くお願いします。何かありました

ら、何な りと連絡 ください。

萩 生 義幸 先 生

①高森小

②菊水町

③両併小 (白 水村)

④山歩き

⑤恵まれた自然の中で暮らしてい

る子供たちが、本当に素直で豊か

な心を持てるよう、少しでもお役

に立てたらと思います。

吉井京子 先 生

①河原小

②熊本市

③植柳小 (八代市)

④映画、音楽鑑賞

⑤この阿蘇の山々のように、たく

ましく、優 しい子ども達を育てて

いきたい と思います。

優
等
賞
に
第
五
し
げ
み
つ
号

（若
齢
）
や
ま
な
み
号

（壮
齢
）

第
三
十
四

優
良
子
牛
保
留
奨
励
品
評
会

第
二
十
四
回
町
優
良
子
牛
保
留

品
評
会
が
四
月
十
七
日
南
阿
蘇
家

畜
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

農
家
の
畜
産
意
欲
の
向
上
を
図

り
畜
産
振
興
を
奨
励
し
よ
う
と
町

が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
農

審
査
の
結
果
、
若
齢
の
部
で
尾
下

・
大
畑
の
岩
下

一
夫
さ
ん
の

「第

五
し
げ
み
つ
号
」
が
、
ま
た
、
壮

齢
の
部
で
は
中

・
祭
場
の
矢
津
田

郭
富
さ
ん
の

「や
ま
な
み
号
」
が

そ
れ
ぞ
れ
優
等
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。【若

齢
の
部
】
▼
優
等
賞
　
岩
下

一
夫
▼

一
等
賞
　
白
石
徳
男
、
住

吉
腋
光
、
松
尾
治
実
、
甲
斐
英
敏
、

古
沢
建
生
、
後
藤
末
義
、
岩
下
章

一
、
勝
木
忠
男
、
自
石
福
男
、
本

田
健

一

【壮
齢
の
部
】
▼
優
等
賞
　
矢
津

田
郭
富
▼

一
等
賞
　
住
吉
恒
光
、

本
田
貴

一
郎
、
今
村
助
男
、
岡
部

義
武
、
住
吉
好
則
、
矢
津
田
郭
富
、

足
立
哲
男
、
阿
南
捷
光
、
岩
下
章

一
、
下
田
修

一

家
の
人
が
繁
殖
牛

に
す
る
た
め
に
大

事
に
育
て
て
い
る

生
後
十
ヵ
月
か
ら

一
年
十
ヵ
月
ま
で

会
　
の
雌
牛
百
三
頭
（若

平
‐̈螂

齢
五
十
一
頭
、
壮

つた
　
齢
五
十
二
頭
）
の

輝
躙瑯わ好叫か咄

叶
　
審
査
で
は
、
若

師
齢
、
壮
齢
の
部
ご

と
に
資
質
や
体
型
、

発
育
な
ど
に
つ
い

て
三
度
に
わ
た
る

厳
し
い
チ

ェ
ッ
ク

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●   ●

●   ●

第

モ
げ
み
つ
昇

`碧
下

ヨヒ

含
ん

草部地区で行われた戦没者追悼式

二
会
場
で

戦
没
者
追
悼
式

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
四
百
三

十
柱
の
霊
を
慰
め
る
町
戦
没
者
追

悼
式
が
、
今
年
も
四
月
十
四
日
か

ら
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
、
高
森
、

草
部
、
野
尻
の
二
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
式
に
は
遺
族
な
ど
約
八
十

人
が
出
席
。
神
事
に
つ
づ
き
今
村

町
長
が

「我
が
郷
土
、
高
森
町
も

戦
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か

っ
た

繁
栄
を
み
る
よ
う
に
な

っ
て
参
り

ま
し
た
。今
後
も
、
平
和
を
祈
り
、
町

民
と
し
て
健
や
か
に
生
き
、
明
日

の
日
本
の
た
め
心
を
合
わ
せ
努
力

し
ま
す
」
と
追
悼
の
言
葉
を
延
べ
、

玉
串
を
捧
げ
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

咆 ざ

町
の
話

話題があ りま

した ら、お知

らせ くだ さい。

総務課
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田中ひとみ先生

①高森中 (臨採)

②菊池市

③北部中(熊本市)

④音楽鑑賞

⑤ 5ぇ に結婚 しまして名実共に阿

蘇の女にな ります。早く子供たち

と仲良くなって、高森中の良さを

充分発揮できるように一生懸命頑

張 りたいと思います。

上田浩二先生

①高森中

②三加和町

③西原中(西原村)

④読書、落語を聞く

⑤前任校は俵山のふもとで、今回

は根子岳が一望できる高森中と、

大変感激 しています。雄大な自然

に囲まれて育った、心豊かな子供

たちと日々を過ごし、共に学んで

いきたいと思います。

後藤員理子先生

①上色見小(臨採)

②―の宮町

③内牧小(阿蘇町)

④旅行

⑤根子岳を今までと反対の方向か

ら眺めることになり、その美 しさ

に驚いています。子供たちの持っ

ている多方面の方向に目をむけ、

一 日も早 くみんなと仲良しになり

たいと思っています。明るさと、

みた目の若 さで頑張 ります。

草 野聡 子 先生

①高森中 (臨採)

②熊本市

③白水中(白 水村)

④読書、音楽鑑賞

⑤美術の美を通 して、感性豊かな

生徒たちを育て、器の大きい人格

になるように導きたいと思ってい

ます。それには、早 く高森の町に

慣れ、生徒たちの性格を知 り、向

上心をめざすよう努力 します。 1
年間よろしくお願いします。

橋本由加里先生

①高森中

②白水村

③尾ケ石粛ル|ヽ佃蘇町)

④カラオケ

⑤久しぶ りに中学生と過ごす毎日。

あわただしく時間が過ぎています。

この雄大な阿蘇のふもとで生活 し

ている生徒達は、とても伸び伸び

としてお り活発です。そんな生徒

達 と精一杯に学校生活を送 り、学

び合お うとは りきっています。

狭間卓史先生

①高森東中

②高森町

③二岡中(熊本市)

④スポーツ、山歩き

⑤20年ぶ りに高森町の住民になり

ます。街並みは変わ りましたが、

自然の大きさや人の温かさは昔の

ままで、 うれ しく思います。私に

何ができるのか、はっきりとした

事は言えませんが、自分の “最善 "

を尽 くして頑張 ります。

藤岡俊興先生

①草部中

②長陽村

③西原中(西原村)

④囲碁

⑤高森町に住んで10年にな ります

が、高森町の学校に勤めるのは初

めてです。素直で明るい草部の生

徒 と一緒に勉強できることに感謝

しています。

上村 和美先生

①高森中

②熊本市

③新採

④部屋の模様替え

⑤今年、大学を卒業したばかりで

何から手をつけたら良いか分かり

ませんが、毎日楽しく過ごしてい

ます。生徒とゆっくり接する余裕

がないのが悩みのタネです。生徒

全員の担任のつもりで、全力投球

していきたいと思います。

若 宮早香 先生

①高森東中(臨採)

②阿蘇町

③―

④音楽鑑賞、スケート

⑤何もかもが初めてなので、まず

は学校の実態や雰囲気をつかんで、

その中で子供たちと一緒に頑張っ

ていきたいと思っています。恵ま

れた環境の中で私自身が、一 日一

日成長 していければと思っていま

す。

井 正文先生

①草部中

②産山村

③今津小 (松島町)

④陸上、釣り

⑤天草松島からきました井と申し

ます。15年ぶ りに阿蘇にもどって

まい りました。草部校区の皆様の

暖かい人柄にふれ、心新たに出発

ができました。阿蘇の教育のため

に、 しっか り頑張 りたいと思いま

す。

岩 下 育子 先生

①高森中 (臨採)

②高森町

③―

④スポーツ、ピアノ

⑤社会人として又教師としては、

今年が 1年 目です。迷惑をかける

事が多い と思いますが、先輩の先

生方を見習い、全生徒が英語を使

いたいと思 うような授業を心がけ、

頑張 りたいと思っています。よろ

しくお願い します。

緒方晴夫先生

①高森中

②長陽村

③武蔵ケ丘中衡陽町)

④釣り

⑤10年間の菊池郡での教員生活を

終え、再び出身郡の阿蘇に骨を埋

めるつもりで帰ってきました。今

まで培った力を、阿蘇の可愛いい

後輩たちにぶつつけたいと思って

います。

●   ●

●   ●

工藤久美子先生

①色見小

②久木野村

③内牧小 (阿蘇町)

④旅行、食べ歩き

⑤前任校では、550名 近い子供たち

とにぎやかにやつていましたが、

これからは45名 のみんなと家族の

ような雰囲気の中で、楽しく過ご

していけることをうれしく思って

います。どうぞよろしくお願いい

たします。

井美和子先生

①草部南部小

②菊陽町

③山西小 (西原村 )

④食べる事、歌う事

⑤美しい自然の中で、子供たちと

一緒に頑張ろうと張り切っていま

す。皆様どうぞよろしくお願いし

ます。

早瀬さおり先生

①高森小 (臨採)

②阿蘇町

③黒川小(南小国町)

.:④料理、編物

⑤前任校では82名 の児童数でした

ので、毎日、 日の回るような忙し

さです。でも頑張ります。

高木理恵先生

①色見小 (臨採)

②一の官町

:③古城小(一の宮町)

④ ゴルフ、テニス

⑤高森ってすごく景観がいいです

ね。わからない事が多く、皆さん

にご迷惑をかける事 と思いますが、

一生懸命に頑張 りますのでよろし

くお願いします。

岩村佐知子先生

①草部南部小

②矢部町

③中央1レ lヽ (中央町)

④プロ野球中継をみること

⑤ “気もちのいいあいさつができ

るなあ"と 子供たちに接 して感 じ

ました。こんな子供たちがいる高

森で、地域の方々と接 し、豊かな

自然を目の前にして過ごせること

をとても嬉 しく思います。出会い

を大切にし、精一杯頑張ります。

筑紫聖文先生

①草部南部小

②阿蘇町

③内牧小 (阿蘇町)

④運動が好き

⑤ 自然に恵まれた草部南部小学校

に赴任できたことを嬉 しく思いま

す。一度、こんな学校で子供たち

と一緒に学びたい とい う夢を持っ

ていたので、夢が実現でき、毎 日

が楽 しくてしかたがありません。

よろしくお願い します。

永 田裕通先生

①上色見小

②阿蘇町

③長陽小(長陽村)

④スポーツ、音楽

⑤すばらしい自然に恵まれた学校。

子供たちは、豊かな感性をもって

いると思います。その感性を引き

だ し、表現する喜び と感動を与え

ることが大切であると考えていま

す。大きな学校に負けないよう、

子供たちと努力 していきます。

井 正成先生

①草部北部小

②産山村

③山西小(西原村)

④スポーツ

⑤教職 5年 目にこちらにやってき

ました。前任校 とちがって、小さ

な学校で少しとまどっていますが、

大自然の中で力の限 り頑張 りたい

と思いますので、よろしくお願い

いたします。

本多英治先生

①草部南部小

②熊本市

③長陽西音|シl帳陽村)

④剣道

⑤阿蘇の雄大な自然に触れ、明る

く素直な子供たちに出会えたこと

を大変嬉 しく思っています。体当

た りの教育で、個を見つめ、一人

ひとりの持つ能力や個性を大いに

伸長 させていきたいと思います。

江 藤 明子先生

①上色見小

②久木野村

③武蔵ケDlヽ 簡陽町)

④ピアノ、バドミントン

⑤久 しぶりに阿蘇に戻ってきて、

ホッとしているところです。間近

に見える根子岳の雄大 さに、毎 日

感動 しています。子供たちと共に

学び、一緒に成長 していきたいと

思います。どうぞよろしくお願い

致 します。

小蔦雄二先生

①色見小

②高森町

③東城小 (千葉県)

④遊べるスポーツ

⑤小さい頃は毎 日のように阿蘇山

を見ていたのに何 も感 じなかった。

そ して今、雄大な阿蘇のふもとに

着任 し、阿蘇の自然の素晴らしさ

を感 じる。この自然の中で、子供

たちとともに伸び伸び と過ごして

いきたいと思 う。

水本幸三先生

①草部南部小

②鏡町

③津奈ノlυ」`(,睾奈木町)

④草野球、ソフトボール

⑤阿蘇の自然の中で頑張 りたいと

い う希望を持ち、赴任 してきまし

た。子供たちの明るい笑顔、元気

のよいあいさつに迎えられ、子供

たちのために役立ちたいとい う気

持ちを強く持ちました。真剣に子

供たちに接 していきたい。
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